
 

 C-36 

２ 基礎検討 

２－１ 地盤状況 

地質調査報告書より、柱状図の縦断図と想定支持層のコンター図を図 ２-8～図 ２-12に

示す。本地層の特徴として以下が挙げられる。 

 

・地質調査報告書では支持層は N 値 50 以上の GL－5.55～22.15 の Ry 層（流紋岩）、

An 層（安山岩）を想定している。 

・上記支持層には傾斜がある。 

・支持層の上には、N 値 10 以下の軟弱層、N 値が高い Fｇ層、Ag1 層（いずれも礫質土 

層）が堆積している。 

 

 土質条件を整理したものを図 ２-13、図 ２-14に示す。 
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図 ２-1 調査位置図
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図 ２-2 ボーリング柱状図（BP1） 
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図 ２-3 ボーリング柱状図（BP2） 
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図 ２-4 ボーリング柱状図（BP3）（1/2） 
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図 ２-5 ボーリング柱状図（BP3）（2/2） 
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図 ２-6 ボーリング柱状図（BP4） 
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図 ２-7 ボーリング柱状図（BP5） 
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図 ２-8 地質想定断面図（1/4） 

躯体 
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図 ２-9 地質想定断面図（2/4） 

躯体 
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図 ２-10 地質想定断面図（3/4） 

躯体 
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図 ２-11 地質想定断面図（4/4） 

躯体 
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図 ２-12 想定支持層コンター図 
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図 ２-13 土質条件の整理（1/2） 
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図 ２-14 土質条件の整理（2/2） 
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２－３ 基礎選定 

基礎工法は、その施工方法から下表のように分類される。 
 

 
 

一般に下水道処理施設の基礎においては施設面積が広いことから、直接基礎か杭基礎にて

計画されることが多い。 

直接基礎か杭基礎のどちらかの形式を採用するかは、構造物の荷重条件、地盤条件等を総

合的に判断して決定される。 

 

検討の結果、基礎形式は地盤改良併用直接基礎とする。 

以降にその検討過程を記述する。 
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２－４ 基礎検討 

建設予定地の N 値 50 以上の支持層は山側から海側に傾斜するように深くなっている。 

配置検討した結果、施設の底版が支持層に当たることが確認された。本検討では杭基礎の

施工が困難であるため、杭基礎を検討から外すこととし直接基礎を選定する。 

 

 

図 ２-15 N 値 50 以上の支持層と躯体の関係 
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２－５ 地盤改良併用直接基礎について 

地盤改良工法はその施工法から以下のように分類できる。 

 

 

図 ２-16 地盤改良工法の分類 

 

本検討のような支持層が傾斜している場合、支持層の一部を削り岩着する必要がある。ま

た、中層混合処理工法は GL 以下を全て改良するため、地下部がある今回の改良において適

さない。加えて N 値の大きい支持層を掘削する工法がないため、深層混合処理工法を基本

とする。 

 

 

図 ２-17 支持層と躯体底高の関係 

躯体 

支持層 
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深層混合改良工法で施工するにあたり N 値 50 以上の支持層の上部にある Ag1 層では、

玉石(L=15mm)や N 値 75 が一部ある。このことから一般的な深層混合処理工法ではメーカ

ーヒアリングの結果、施工が困難である。 

全旋回オールケーシング工法による玉石を潰してから地盤改良する方法や、中圧噴射流体

切削攪拌工法（QSJ 工法）といった珪砂を含む高圧噴射水で削孔する工法での施工は可能

ではあるが、非常に高額となる。 

一方、Ag 層は一部で N 値が低くなる箇所はあるが、平均 N 値は 32 と高く、支持層とす

ることは可能である。また、Ag 層の N 値 12 の位置でも内部摩擦角φが 32°あるため支持

力を確保できる見込みである（詳細設計時に確認）。そのため、支持層を流紋岩(Ry)だけで

なく、Ag1 層を支持層として用いることを提案する。 

 




